
 

 

 

 

 

 

 

 

 

一つ目は、「考える力」（自分で考えて、より

よい行動を選ぶ力）です。 

2学期は、「今、自分は何をすればいいの

だろう…。」 「このやり方で本当にいいのだ

ろうか…。」「もっとよい方法はないだろうか

…。」 誰かに言われるまで待つのではなく、

自分の頭で考え、判断することが大切です。 

例えば、教室にごみが落ちていたとき。

「誰かが拾うだろう」と考えることもできま

す。でも、「今は、自分が拾った方がいい」と

判断して行動できたら、すばらしいですね。  

正しい答えがいつも一つとは限りません。

だからこそ、しっかり考えて、自分で判断す

る力を伸ばしていきましょう。 

 

二つ目は、「読み取る力」です。 

これは、ただ文章を読む力ではありませ

ん。書いてあることや、相手が伝えようとし

ていることを、正しく読み取る力です。先生

の話を聞くときも同じです。 

「何を言ったのかな」だけではなく、「先生

は、何を一番伝えたいのかな」と考える。 

問題を読むときも、「何が問われているの

かな」と、しっかり読み取る。 

友達と話すときも、「友達は、どんな気持

ちで言っているのかな」と考える。これも大

切な読解力です。よく読んで、よく聞いて、よ

く考える。 

２学期は、「分かったつもり」で終わらず、

本当に何を伝えようとしているのかを考え

ることを大切にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三つ目は、「力を合わせる力」 （友達と力を

合わせて、一人ではできないことを成し遂

げる力）です。 

２学期には、みんなで力を合わせる場面が

たくさんあります。運動会もそうです。自分

だけが速く走ればよいわけではありません。

自分だけが頑張ればよいわけでもありませ

ん。「どうすれば、みんなが力を出せるだろ

う」「困っている友達はいないかな」「自分に

は何ができるかな」そう考えながら、みんな

で一つの目標に向かう。これが協働力です。 

協働するということは、ただ仲良くするこ

とではありません。自分の考えを伝えるこ

と。友達の考えをしっかり聞くこと。そして、

よりよい方法を一緒に考えること。それが、

本当の「力を合わせる」ということです。 

 

木上小学校のみなさん。２学期は、この３

つの力を、毎日の学校生活の中で伸ばして

いきましょう。 

一人一人の力はもちろん大切です。でも、

その一人一人が、「自分で考え、読み取り、そ

して力を合わせる」ことができたとき、学級

はもっとよくなります。学校はもっとよくな

ります。そして、みなさん自身も、今よりもっ

と大きく成長することができます。 

みなさん一人一人の２学期の頑張りを、校

長先生はとても楽しみにしています。 

 

 

※ 裏面にグランドデザインを掲載 

付けたい資質・能力 判断力・読解力・協働力 を意識 

錦町立木上小学校 

令和８年８月２８日（金） 

校長 井口 秀明 

 7月末には「令和 8年熊本地震」が発生し、現在も余震が続く日々となっています。また、夏休み中には、
川や海での事故も報道されていました。そのような中、木上小学校では大きな事故やけがもなく、子どもたち
全員がそろって元気に 2 学期を迎えることができました。これもひとえに、保護者の皆様の見守りと支えのお
かげです。心より感謝申し上げます。以下に、2学期始業式で子どもたちに話したことの概要を掲載します。 
 



 グランドデザインとは、子どもたちに付けたい力を明確にして、教師だけでなく、子どもや保護者
及び地域の方々並びに行政関係者の五者で共有し、地域の宝である木上の子どもを育てていくた
めの道標です。付けたい資質・能力は【判断力・読解力・協働力】です。 

 


